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学期のはじめは、個人や集団の目標を確認するよい機会です。常々、お知らせしているとおり、大庭

小学校では将来の自立のために必要な力として「自分も人も大切にする力」「自分で考え表現する力」

「がんばりぬく力」を身に付けることができるよう「自己選択・自己決定・自己評価」を大切にして教育活

動に取り組んでいます。小学校は幅広い年齢の子どもたちがいますので、目標や取組を具体化した学

年経営案をそれぞれの学年で相談して作っています。  ※学年経営案はHPに掲載。 

例えば、６年生は次の合言葉で目指す姿を子どもたちが共有しています。 

 

 

 

中学校に向けて階段を上っていこうという願いや意志を感じます。下級生・仲間・自分への「時間の

プレゼント」という言葉も印象的で記憶に残りそうです。学年経営案の「自分も人も大切にする力」の具

体的な取組は次のようになります。こちらは教職員が共通行動する指針となります。 

  

【学習】それぞれの良さを認め合い、協力し合う喜びを感じることができる。 

〇教師が一人ひとりのよさに気付き積極的に認めていく。 

〇よさを認め合う機会を設け、自己肯定感がもてるようにする。 

〇集中して話を聞くこと、相手を意識した発言の仕方を身につけられるようにする。 

【生活】時間のプレゼントができる。（下級生に・仲間に・未来の自分に） 

〇児童の主体性が発揮できるように、学級内の仕事や委員会活動を支援していく。 

〇児童が主体的となって活動できる機会を設ける。 

学年の子どもたちと大人が目指すところを共有して取り組むことで、学級・学年はただの集団から

目的を持ったチームとなります。学期末に振り返ったときに、自分たちは「時間のプレゼントができた

か」「自分の殻を破ることができたか」「凡事徹底できたか」を振り返り、がんばりや成長をともにたた

え合うことができる２学期としてほしいと願います。体育会や音楽会も成長のよい機会です。 
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文責：佐藤 

HPはこちらから 

「STEP UP」 

① 時間のプレゼントができる人になろう。 

② 自分の殻を破ろう。 

③ 凡事徹底。 

自分も人も大切にする力 

学び多き

修学旅行 



目標は、立てたときには意識されますが、何もしないとだんだんと意識から薄れていきます。そこで、

目標にあった行動を目に見えるように掲示していくなど工夫をします。（写真左）学期の終わりには自

分たちの成長を祝うお楽しみ会を行うことも意識付けとして有効です。（写真右）自治的集団をめざし

自分たちのことを自分たちで話し合って決める学級会は、日本の学校教育の大きな特徴です。 

 

他の学年の合言葉、キャッチフレーズは次の通りです。保護者のみなさま、お子さんのみならず、誰

もが大切にされる学校を目指し学級・学年・学校全体の箱推しで子どもたちの成長への「見守り・後押

し・声がけ」を今学期もよろしくお願いします。 

 

まだしばらく暑い日が続きそうです。 

Tetoru でもお伝えした通り、日傘、つば広の帽子、大きめの水筒など

の熱中症対策と早寝早起き朝ごはんなどの生活習慣をよろしくお願い

します。今年は特に暑い夏でした。子どもたちは冷房の中にいる時間も

長く、暑さに慣れていないことが心配されます。体育会の取組など徐々

に体を慣らしていきたいと思っています。 

９月６日 PTA環境整備もお世話になります。皆様のご協力をいただき、運動しやすい校庭で体育会

を行いたいと思っています。こちらも熱中症対策万全でお出かけください。 

１年 なかよし

なんでもやってみる

かんがえる

よいこと・うれしいことをする

しっかり聞いて、はっきり話す

２年 ジャンプ！

「本気」「元気」「えがお」

～なんでもチャレンジ！元気いっぱい！
やさしい心～

ののはなグループ

「がんばりぬこう ののはなっこ

～できないをできるにかえる～」

３年

３（スリー）ピース

「やる気・本気・なかま」

４年

「Colorful（カラフル）」

～一人ひとりの色とりどりのよさを大切
にし、みんなで協力し合って がんば

れる元気で明るい４年生～

５年

「規律・協同・友愛・奉仕」

～みんなが楽しい！みんなで楽しい！
５年生～

お楽しみ会のフルーツ

バスケットの様子です。 

たくさんめざす姿を  

見つけました。 


